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JAXA は この ほど 今後 20 年 間 の 宇宙 航空 分 野 の 望ま し い 姿 を 
mmm | 」 和 AX 長期 ビジ ョ ン : JAXA2025」 と し て 発表 し まし た 。 


ま XX ほ 全う 技 ご 熱 
ま が AA ぽ 記 3 商 | 
2 と 1 氏 機 研 らい 其 
長 0 し 年 沈 関 究 宇 ら 思 X メ ビ 
期 3 て 半 洛 が 所 還 れい A ジ 
ビビ 5 の が 免 弥 、 科 ば 職 
ジ 一 た 人 先 統 呈 た カ 戸 
ョ が 番 ち 開 台 笛 奉 具 ン 
シン 業 ビ 。 積 れ 具 守 の に 
る き ジ ら 構 て 守 中 は 
くれ ご た に J 業 航 
る まつ びな A 団 空 
こし JJ っ X と 皇 
と AA A て AU い 二 
今 そ 今 多 いい の で 大 あて 2 ば し 樋 い に 
人 ろう 行き きり 良 O ヾ た 口 ま な 
べり 表 光 で グ く た な まい 0O 第 す っ 
の を ら 後 き ル 未 時 うし 提 6 二 ニオ き “た 
ビバ 投 の て | を に ね た 素 年 期 フ っ き 
ジラ 資 人 。)” た が 兄 邊 が し し 終曲 シン け か 
生還 8654kk5 ま 7 
2 し で 肌 た 集 あ か た わ 技 け 
ン 訴 (が す 全 る っ り し いる 術 が ら 信 
2 o 還 M 上 よ ロ 
たれ 多 人 34E3 な ま 2 た 
こ 作 りえ う 次 今 か 四 
ん 中 ビ に よ 分 X も こ に 計ら あ い 
と な 球 ジ い うた A っ つと 向 画 いり と 
SA ョ ろ と ち が と が けが け ま 思 
9 雪 つ = 夫 還 ei 
の 20 め の 門 き 叶 れ 仁 し 月 底 に 自 ま 作 
が 年 役  Et 還 すま 6 を と 5 
後 汰 と 直 思 事 ち る 由 兄 あ よ ちの 公 
に 軸 は な い 長 ひと 開 父 り う が で 式 
林 に いと ま の と い 発 会 まな 本 す の 
の えと あり らち う の 対し も 当 が 作 
2 歴 同 ダ 立 全学 ざ を ー る は 
更に | 有川 も 淡 半 だ 作 緒 茹 昨 
も 手 シ 理 あぁ 術 に ろ る に に 年 
文 再 ッ 事 っ を 会 や うな 9 
化 に プ 薩 た よ 議 04 と うっ す 月 
も 航 も 玉 ふ ぶり の 年 いた で に 


ーー MY 0 
( ら この 長期 ビジ ョ ン が ま と め ら れ た 背景 、 そ の 意義 な ど に つい て 、 
人 a 担当 の 桶 品 清司 理事 に 聞き まし た 。 
AXA の い 記 い 
1 い \ 


号 の メイ ン テ ー マ は 長期 ビジ ョ ゴ JAXA2025」 

レム で す 。 長期 ビジ ョ ン 策 定 の 委員 長 を 務め た 

ノ 間宮 殴 副 理事 長 と と も に 今回 の ビジ ョ ン 委 

リー ド し た 、 樋 口 清司 理事 に 登場 し 

て も らい まし た 。 6 人 の 方 々 に お 聞き し JAXA2025 に 

対す る 有識者 の 意見 」 で は 、「 人 々 の た め の 宇 宙 開 発 」 と い 
う 視点 の 大 切 さ が し み じ み と 強調 され て いま す 。 


グラ ビア に よ ば 成層 圏 プ ラッ ト フ ォ ー ム 」 を と りあ げ ま し た 。 
迫力 の ある で っ か い 姿 と と も に 、 その 生活 と の つなが り を 
感じ と っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 突 そら ) も 宇宙 そら ) 
も JAXA が 挑戦 し 活動 を ひろ げ て いく ター ゲッ ト で す 。 


今年 は 、 日 本 の 宇宙 開発 の 嗜 矢 と な っ た ペン シル ロケ ッ ト 

が 、 1955 年 に 国分 寺 で 産声 を あげ て か らち ょ うど 50 年 の 
節目 の 年 に 当たり ます 。 当時 大 学院 生 と し て その チー ム に 
お られ た 秋葉 魚 二 郎 先 生 に イン タビ ュー を 受け て いた だ き 

まし た 。 その 志 と 情熱 を 受け 継ぎ た いも の で す 。 2 月 19 日 に 
は 幕張 メッ セ で 記念 イベ ント を 行い ます 。 


最後 に 、 華やか な スケ ジュ ー ル と 
な っ て いる 今年 の 日 本 の 衛星 打 
ち 上 げ 予 定 の 一 端 格 JAXA 最 前 
線 」 と し て ご 案内 し ます 。 
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今日 、 航 空 機 は 、 世 界 の 人 と 物 を 運 点 手段 と し て な く て は な ら な いも の に な っ て いま す 。 また 、 【 長 期 ヒ ジョ ン 


JAXA 長期 ビジ ョ ン |』 A_X A 


【 長 期 ビ ジョ ン 実 現に 向け て 】 

宇宙 開発 利用 と 航空 研究 開発 は 、 高 度 な 技術 の 茜 積 、 多大 な 予算 と 時 間 を 必要 と する 事業 で す 。 さら に 、 先 馬 で 
挑戦 的 な アイ ディ ア や 取組 み も 必要 で す 。 JAXA は 長期 ビジ ョ ン の 実現 に 向け て 、 ご れ か ら の ら 20 年 間 を 、 お お よそ 
最初 の 10 年 と その 後 の 10 年 に 分 け 、 日 傘 28 る 朗 定 し て 取り 組み ます 。 


〇 最初 の 10 年 間 は 、 

* 宇宙 航空 分 野 の 技術 が 社会 で 広く 使わ れ 、 安全 で 豊か な 国 づく り に 役立つ た め の 活動 に 、 重点 8 に 取り 組み ます 。 

* 将来 の 有人 宇宙 活動 や 月 の 利用 を 見 すえ た 新た な 取組 み の た め の 準 備 期間 と し ます 。 その た め 先 駆 的 な ミッ シ 
ョ ン の 但 出 、 必 要 な 技術 の 蓄積 な ど に 努め 、 国 と し て 、 これ ら の 宇宙 活動 を で の よう に 進め る か を 決断 する た め の 
選択 肢 を 用 意 し ます 。 


ロケ ッ ト や 人 工 衛 星 を 開発 
献 す る 。。 ま た 、 ト ッ プ サイ エ 


人 宇宙 活動 や 月 の 利用 へ 
の の ーー トト エー 


そし て 、 こ れ ら 各 分 野 の 技術 水準 を 高め 、 産 業 を より 強化 する た め の 積極 的 な 取組 みか 今 、 求 
ンス を 推進 する と と も に 、 独 自 の 有 
いま す 。 


ロケ ッ ト や 人 工 衛 星 も 、 気 象 ・ 通 信 ・ 地 球 観 測 な どの 各 分 野 で 私 た ちの 暮らし の 中 に 溶け 込ん 
| 世界 最高 の 信頼 性 と 競争 力 の ある 
め ら れ て いま す 。 
世界 の 宇宙 開発 は 大 きく 変わ ろう と し て いま す 。 米 国 は 、 月 や 火星 へ の 有人 探査 を 宇宙 開発 
K は 、 航 補 産 業 の 強化 と イニ シア ティ フ の 確保 を 図っ て いま す 。 の 準備 を 進め る 。 さ ら に マッ ハ 5 ク ラ 
この よう な 状況 に あっ て 、JAXA は 、 宇 宙 航 空 分 野 に つい て 明確 な 将来 像 を 示し 、 社 会 に 問い 


で いま す 。 
S 時 提 ーー 
し 、 安全 で 豊か な 社会 の 実現 に 貢 
の 新た な 目標 に 掲げ 、 欧 州 は 、 宇 宙 活 動 を 政策 目標 達成 の た め の 有 力 な 手段 と し て 新た に 位 
か け て いく こと が 必要 で ある と 考え 、20 年 後 ま で の 宇宙 航空 分 野 の 望ま し い 姿 を 「JAXA 長 


期 ビ ジョ ン 」 と し て まとめ まし た 。 


宇宙 航空 


技術 を 活用 する こと で 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 に 


気象 衛星 や 通信 ・ 放 送 衛星 な ど は 、 既 に 社会 に に っ て な 
く て は な ら な いも の に な っ て いま す 。 JAXA は 、 こ れ ら 
を 発展 させ る と と も に 自然 災害 へ の 対応 や 、 地 球 環境 問 
題 へ の 取組 み に 貢 献 で きる 新しい 宇宙 利用 シス テム を 
実現 し ます 。 具体 的 な も の と し て 次 の よう な シス テム を 


真 献 し ます 


する シス テム を 関係 機関 と 協力 し て 実現 し ます 。 これ を 、 
アジ ア ・ 太 平 洋 諸国 も 利用 で きる シス テム と し て これ ら 
ed MT 


地球 温 明 化 や 気 人 動 の 様子 を 続 的 に 所 し 、 その 


災 天 危機 管理 情報 収集 通報 ンス テム 、( プ ラン ) 


測位 衛星 群 超大 型 移動 体 通信 衛星 


超 高速 通信 衛星 


し 


地球 製 測 衛星 本 


om 変化 を 予測 する シス テム を 確立 し ます 。 これ は 関係 機関 に 3 へ NN = デ 
の 衛星 、 船 骨 、 航 空 機 、 ブ イ や 大 規模 な スー パー コン ピュ 過 7 個人 失 人 で を N か 
地震 、 当 没 、 素 雨 な どの 記 害 の 発生 時 に 、 被 害 の 状況 を ー タ な ど を 組み 合わ せ た も の で 、 国 際 機関 や 各国 政府 了 に へ > っ 6 庁 
観測 衛星 等 で 集中 的 に 把握 し 、 迫 り 来 る 危険 を 防止 する 等 に 地球 環境 を 保護 する た め の 政 策 立案 に 必要 な 情報 書 秋 ヽ へ mn 
最適 な 和 報 を 個人 の 携帯 電話 に 通信 衛星 か ら 直 接 通報 ” を 提供 し ます 。 基 況 ii * 人 
選 是 経路 指示 「 ゴ ーー | 全て ー の 浮 に 
ニ い 7 ワ ロ ー テ 還 N ー ニ ーー キト 3 ーー 1 テー 
宇宙 の 謎 と 可能 性 を 探求 する こと で 、 知 の 創造 と 活動 領域 の 拡大 に 貢献 し ます wonmne aramml-= ・ pn 
ーー 被災 者 間 周 信 ム 
銀河 や ブラ ッ ク ホ ー ル の 観測 、 金 星 や 水星 の 探査 、 太 陽 ” また 、 月 を 詳し く 探査 し 、 我 が 国 の 活動 領域 の 拡大 と 競 「 。 * 起 
系 外 探査 な ど を 目的 と し た 多く の 宇宙 探査 機 を 実現 し 争 力 の 源泉 と し て の 技術 開発 力 の 維持 、 強 化 を 図る た め 、 [ 4 9 
ます 。 これら に よっ て 、 宇 宙 科 学 の 分 野 に お いて 優れ た 月 の 利用 の た め の 技術 と その た め に 必要 と な る 拠点 構 軸 電 プ の 
成果 を 得 て 、 我 が 国 を 世界 の トッ プ サ イ エン ス セ ンタ ー 築 技術 を 確立 し ます 。 の - 合 全 報 セン ター 
に し ます 。 は ば 示 等 い ca 
| 上 被災 地上 網 と 接続 ピー に WW 
一 ク ポ ニョ ー ーー ニー ド v ーー 朋 同 M 地上 本 縛 。 
世界 最高 の 技術 に より 、 自 在 な 宇宙 活動 能力 を 確立 し ます 見 』 妖 ィ ガ 
宇宙 活動 を 展開 し 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 や 知 の 信 。 四 輸送 シス テム の 実現 を めざし ます 。 ま た 、 国 際 協 力 計 、 全て の 科 地 住民 1 ( 囚 ) ー- 
造 等 に 宇宙 を 利用 し て いく た め に は 、 物 や 人 を 自在 に 宇 画 へ の 参加 に よっ て 有人 宇宙 技術 の 蓄積 を 継続 し 、 将 来 災 表 の 予測 、 晶 指 示 、 表 族 の 位置 確認 な ど bcc 語 7 吉 弄 ブイ 生 
宙 に 運ぶ 手段 、 す な わ ち 宇 宙 輸 送 シ ステ ム が 不可 欠 で す 。 の 独自 の 有人 宇宙 活動 実現 へ の 準備 を 行い ます 。 | 直接 個人 携帯 に サー ビス 地 寺 海洋 汚 池 


自立 性 と 国際 


その た め に 世界 最高 の 信頼 性 と 競争 力 を 有する ロケ ッ 
ト 及 び 軌 道 間 輸 送 機 を 実現 し ます 。 
さら に 、 こ れ ら の 技術 を 発展 させ 、 安 全 に 人 が 乗れ る 宇 


我が国 の 宇宙 機器 産業 は 世界 水準 に 迫る ロケ ッ ト や 衛 
星 を 製造 で きる まで に 成長 し 、 通 信 ・ 放 送 な どの 分 野 で 
は 宇宙 利用 サー ビス 産業 が 育つ っ つて いま す 。 し か し 一 方 で 


葛 握力 を も つ 宇 宙 産 業 へ の 成長 に 


さら に 、 宇 宙 太 陽光 利用 の た め の エ ネル ギー 無線 伝送 
技術 な ど 新しい 宇宙 利用 を 創出 する 技術 基盤 の 拡充 に 
努め ます 。 


真 献 し ます 


国際 競争 の 中 で さら に 成長 を 促す こと が 重要 な 課題 と 
な っ て いま す 。 JAXA は この 課題 に 取り 組み 、 こ れ ら の 
産業 が 我が国 の 基幹 産業 の 一 つ に な る こと を めざし ます 。 


航空 産業 の 成長 へ の 貢献 と 将来 航空 輸送 の ブレ ー ク スル ー を めざし ます 


我が国 の 航空 産業 が 将来 の 基幹 産業 と な る こと を め ざ 
し て 、JAXA は 、 国 際 市 場 で 受け 入れ られ る 魅力 の ある 
国産 旅客 機 を 実現 する た め に 、 世 界 に 先行 する 我が国 独 


自 の 技術 開発 を 行い ます 。 
さら に マッ 八 5 ク ラス の 極 超 音速 実験 機 で 、 太 平 洋 を ら 
時 間 で 横断 で きる 極 超 音速 機 の 技術 を 実証 し ます 。 


地球 か ら 150 万 キロ 離れ た と ころ に ある 、 地 球 と 太陽 の 重力 が つり あう ラグ 
ラン ジュ 点 を 、 太 陽 系 に 広がる 人 類 活動 の た め の 新しい 場 と し て 活用 し ます 。 


将来 の 長期 滞在 に 備え た 居住 
施設 の 建設 で は 、 日 本 の 得意 と 


する ロボ ッ ト が 活躍 し ます 。 エ 還 還 


ネル ギー の 供給 、 水 や 空気 の 確 
保 な ど 、 生 命 を 維持 する た め の 
さま ざま な 実験 が 進め られ ます 。 


以 


る 


在 の 世界 で は 、 環境 間 
志 題 、 災害 、 紛争 南北 問 
題 、 異 文化 衝突 、 教育 


の 荒廃 、 少子 高齢 化 な ど 、 何かと 
暗い 話題 が 多い で す が 、 宇宙 の 力 
を 使っ て 解決 に 向かう 面 も ある の 
で は な いで し ょ うか 問題 解決 弄 
の 宇宙 開発 」 こ そ 今 求め られ て い 
る も の だ と 思い ます 。 

テレ ビ 局 の 現場 の 言葉 け 一 点 
突破 全面 展開 」 と いう の が あり ま 
す 。 総 花 的 に 手 を 出す より も 一 点 
に こだわ る こと で 、 複数 の 問題 を 
解決 で きる と いう 意味 で す 。 宇宙 
開発 に お ける 「 一 点 」 と は 何で し 
ょ うか ? 

まず 、「 宇宙 を テコ に し て し か で 
き な い こと を 」 探 す 必要 が あり ます 。 

次 元 を ひと つ 上 げ る と 問題 が 解 
決し ます 。 1 次 元 は 2 次 元 で 、 2 次 
元 は 3 次 元 で と いう ふう に 、 次 元 
を 上 げ る と 驚く ほど 簡単 に 悩み が 
消え る こと が あり ます , 宇宙 」 は 
それ を 可能 に し ます 。 

地上 レベ ル で は 難問 で も 、「 宇 
宙 」 と いう 装置 を 組み 合わ せる と 、 
解決 の 道筋 が 見 える こと が ある の 
で は な いで し ょ うか 。 

「 災害 情報 シス テム 」 は その 意味 
で は いい アイ デア で す 。 地上 の 情 
報 シ ステ ム に 、 人 工 衛 星 シ ステ ム 
が 融合 すれ ば 、 ダ イナ ミッ ク な 危 
機 管 理 の ツー ル に な り ます 。 問題 
は この シス テム を どう 管理 する か 
で す 。 プラ イバシー 保護 な どの 課 
題 を クリ ア し 、 国民 が 安心 し て 利 
用 で きる シス テム に し て ほし いと 
思い ます 。 

また 、「 宇宙 の 視点 」 は 教育 に も 
有効 で す 。 

アポ ロ 計 画 で 撮影 され た 1 枚 の 
地球 の 写真 が 、 環境 に 対す る 人 類 
の 概念 を 変え た よう に 、 宇宙 か ら 
見 ガ 鳥 の 目 」 は 、 地上 で の 躍 の 
目 」 に 命 を 吹き 込み 、 未来 に 生き 
る 子供 た ちの 精神 を 育て る こと に 
つなが り ます 。 

「 一 点 突破 」 の た め に 必要 な も う 
ひと つの ポイ ント 。 そ れ は 日 本 ら 
し い 個 性 を 大 切 に する と いう こと 
で す 。 日 本 に は ロボ ッ ト 技術 な ど 
を は じ め と し た 、 他 の 国 を リー ド 
する 「 お 家 芸 的 技術 」 が いく つも 
あり ます 。 それ を 抽出 し 、 育て て 
いく こと が 必要 で す 。 アジ ア や 世 
界 と 協調 し 、 貢献 し 、 尊敬 され る 
国 に な っ て ほし いも の で す 。 

「 有人 宇宙 飛行 」 に つい て は 、 日 
本 の 宇宙 開発 の シナ リオ が 明確 に 
な り 、 「 有 人 」 が 結果 的 に 相乗 効果 
を 引き 起こ す の な ら ば 、 賛成 し て 
も いい と 思っ て いま す 。 
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宙 開 発 と いう と 、 ど う も 
一 般 の 、 宇宙 開発 の 現 
状 を 知ら な い 方 に は 、 
どう し て も 「 技 術 」 が 前 面 に 押し 出 
され て 、 難し いも の 、 わか り に く 
いも の と いう 感じ が し て し まう ん 
で す 。 宇宙 に 行く た め だ け に や っ 
て いる の で は な く 、 地球 の 人 々 に 
役に立つ 研究 ・ 開発 を 常に フィ ー 
ド バ ッ ク し て いる と いう こと を わ 
か っ て ほし いと 思い ます 。 そし て 
開発 に 立つ 側 も 、 人 の 役に立つ こ 
と を 常に 考え 、 人 の 心 を 大 切 に し 
て 、 進 め て いっ て ほし いで すね 。 
女性 の 目 か ら 見 て 、 宇宙 開発 に 
期待 する こと と いえ ば 、 一 番 に は 
災害 や 病気 、 地球 環境 の 改善 に 役 
立つ ご と で す 。 
人 た と えば 、 人 災 害 の 時 役立つ よう に 
先日 の 福岡 の 地震 の 時 に は 、 福 
岡 の 実家 と な か な か 連絡 が と れず 
困り まし た 。 こ うい っ た 場合 で も 、 
宇宙 開発 を 利用 し て 、 ス ムー ズ に 
連絡 で きる よう に な る こと を 期待 
し ます 。 衛星 を 使っ て 、 個人 が 携 
帯 端末 を 災害 時 に も 活か す よ うに 
すれ ば 、 ほら 実現 で きそう で し ょ 。 
令 た と えば 病気 の 克服 に 
役立つ よう に 
宇宙 で の 無重力 を 利用 し て 、 地 
上 で は で き な い 、 金属 の 合金 や 、 
薬 の 研究 . 開発 を し て いる と 聞い 
て いま す 。 早く 新薬 を 開発 し 、 人 
の 治療 に 役立つ よう に し て くださ 
い 。 また J 地上 で 身体 の 不 自由 な 
人 が 、 無重力 の 環境 に お か れる こ 
と で 、 身体 に と っ て プラ ス に な る 」 
と いう 話 を 聞い た こと が あり ま 
す 。 そう いっ た 研究 を どん どん 進 
め て も らい 、 実 現す る よう に し て 
ほし いと 思い ます 。 
信 そ し て 、 地球 斑 境 の 改善 に 
役立つ よう に 
すでに 宇宙 か ら の 地球 観測 、 環 
境 観測 は 行わ れ て いる の で す が 、 
地球 全体 の 観測 を 進め る うえ で 
は 、 宇宙 か ら の 観測 が 一 番 い いよ 
うに 思い ます 。 何より 視野 が 違い 
ます よね 。 も っ と 充実 し た 体制 作 
り を 進め て ほし いと 思い ます 。 
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ーー アテ れ か ら の 宇宙 開発 は 地 

球 上 の すべ て が 協力 し 
(合わ な いと 、 と て も 一 国 
の 手 に は 負え ませ ん 。 国際 共同 事 
業 に な る で し ょ うか ら 、 日 本 も 今 
や ら な けれ ば な ら な い 。 共に 活躍 
で きる 有 能 な 能力 を 身 に つけ て 
お か な いと 、 我々 の 子孫 が 惨め な 
こと に な り ま す 。 た と えば キャ 
プ テ ン 、 こ の ハッ チ を 開け て よろ 
し いで し ょ うか 」 な ど と 恐る 恐る 
確認 する の で は な く 、 同格 の 能 
を 持ち 、 日 本 独自 の 技術 や トレ ー 
ニン グ を 積ん で 主役 的 役割 を 果 た 
すく らい の 覚悟 で 挑む 。 そ うす れ 
ば 絶対 的 な 信頼 関係 に よっ て 、 
同じ 仲間 と し て 世界 中 の 人 た ちと 
一 緒 に 宇宙 へ 行け る の で は な いで 
し ょ うか 。 

お そら く 月 や 火星 、 金星 が 、 地 
球 か ら の 観光 の 対象 と な る の は 時 
間 の 問題 。 外気 温 や 気圧 な ど 基 本 
的 な 問題 を クリ ア で きれ ば 、 金星 
が ' 第 2 の 地球 "と な る か も し れ 
な い 。 最初 は 星 の ま わり を 一 周 す 
る だ け で も 、 や が て 生活 圏 と し て 
の 改良 に 着手 する こと に な る は ず 
で す 。 まず は 宇宙 開発 の 意義 を 世 
の 中 に きち ん と 表明 する こと が 大 
切 だ と 思い ます ね 。 宇宙 開発 王 生 
命 の 安全 、 つ まり 、 生き と し 生け 
る も の を 守る た め に 最も 困難 な 技 
術 に チャ レン ジ し て いる の だ と い 
うこ と を 。 営 々 と 行っ て いか な い 
と 人 間 も 恐 竜 の よう な 絶滅 の と き 
を 迎え て し まう 。 知力 を 持っ た 生 
命 体 と し て 生ま れ て きた 以上 、 こ 
の 星 を 守り 、 居住 圏 の 拡大 と いう 
目的 意識 の も と に 宇宙 開発 は 進行 
し て いる の だ と いう 表明 が 必要 だ 
と 思い ます 。 

地球 の こと を 考え る と 、 産業 廃 
棄 物 を 生じ る 工業 施設 を 宇宙 へ 持 
ち 出 す と いう こと も 長期 ビジ ョ ン 
の 中 に ある で し ょ う 。 地球 を いじ 
くり 回 す の は も う やめ て 資源 や 施 
設 を 宇宙 に 持ち 出す こと を 考え 、 
ひと つの 信念 を 持っ て 未来 に 期待 
し た い 。 すべ て の 生命 体 を 守る こ 
と が 私 た ち に 課せ ら れ た 責任 で 
す 。 宇宙 へ の 進出 、 金星 あたり へ 
の 生存 圏 の 拡大 と いう の は も う 急 
務 。 実現 に は 100 年 200 年 か か る 
か も し れ な いけ れ ど 、 その道 し る 
べ と し て 、 こ れ か ら の 20 年 と いう 
の は と て も 大 き な 意 味 を 持っ て い 
る と 思い ます 。 
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期 ビ ジョ ン に 目 を 通し た 
室 第 - 印 象 は 、 日 本 が 
宙 を 目指 す 高らか な 動 


機 と 意気 込み が 訴え か け て こない 
と いう こと で ある 。 宇宙 開発 の 目 
標 は 、 産業 振興 と 安全 保障 な の だ 
ろう か 。 全体 に は 検討 や 工夫 も 感 
じ ら れ る が 、 冒頭 第 1 章 ・2 章 あ 
た り は 特に 、 お 役所 の 作文 の 感 が 
強い 。 も ちろ ん 、 お 役所 向け を 意 
識 し た か ら だ ろう 。 し か し これ が 
社会 に 訴え 、 国際 的 に も 通用 する 
日 本 の 長期 ビジ ョ ン た りえ る だ ろ 
うか と いえ ば 、 疑 問 を 禁じ えな い 。 
「 や り た いこ と の 列 」 と いっ た 
新聞 な どの 論調 に 、 私 は 必ず し も 
与 す る も の で は な い 。 し っ か り し 
た 研究 ・ 検討 の 裏づけ が ある な 
ら 、 やりたい 夢 が た くさ ん ある の 
は 大 い に よ い 、。 畔 し くも 研究 と 開 
発 の 機関 な ら ば 、 な けれ ば お か し 
い 。 私 が 長期 ビジ ョ ン に 注文 し た 
い の は 、 まず 宇宙 進出 の 人 類 的 動 
機 、 国際 的 状況 、 そ し て 自ら の 実 
績 を 含ん ガ 分 析 」 で ある 。 や り た 
いこ と は その 上 に こそ 生ま れ 、 ま 
た 社会 に 対し て も 説得 力 を 持つ だ 
ろう 。 分 析 も な し に 思い つき や 
「 世界 トッ プ を めざす 」 な どの 言葉 
が ちり ば め ら れる の は 、 空しい 。 
日 本 の 宇宙 開発 は 、 欧 米 諸国 に 
比べ て 弱い 科学 基盤 と 少な い 予 算 
で 、 よ く こ こま で きた も の だ と 思 
う 。 ロケ ッ ト で は も う 少し で 欧米 
と 肩 を 並べ よう と し て いる 。 宇宙 
科学 で は と り わけ 、 規模 は 小さ く 
と も 世界 に 誇る 成果 を 挙げ て き 
た 。 多少 の 問題 は あれ 、 JAXA は も 
っ と それ を 明確 に 主張 し 、 胸 を 張 
れる は ず だ 。 こ の 長期 ビジ ョ ン に 
は 、 そう いっ た 実績 の 分 析 、 そ れ 
か ら 来 る べき 自信 と 方 向 性 が 希 消 
な の で ある 。 宇宙 科学 に つい て 割 
か れ て いる ペー ジ の 少な さ に は 篤 
く が 、 米 欧 の 宇宙 機関 の ビジ ョ ン 
と 比べ て みて も らい た い 。 こ れ も 、 
きち ん と し た 自己 分 析 ・ 評 価 が 出 
来 て いな いこ と か ら 来る の で は な 
いか 。 技術 開発 と 科学 の それ ぞ れ 
に 関し て 、 重厚 な 国際 ピア レビ ュー 
を 行う こと も お 勧め し た い 。 
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宙 開 発 利用 に は 人 類 の 

未来 を 切り 拓く 数 多く 

の 最 先端 科学 技術 が 必 
要 で あり 、 科学 技術 創造 立国 を め 
ざす わが 国 に と っ て 欠か すこ と は 
で き な い 技術 で ある 。 そし て 、 宇 
宙 開 発 利 用 に 関わ る 産業 は 最 先端 
科学 技術 の 高度 化 を 通し て 、 将来 
の リー ディ ング ・ イン ダス トリ ー を 
めざし て お り 、 国 を 挙げ て 育成 し 
て いく こと か が 必要 で ある 。 

宇宙 開発 の 成果 は 、 通信 ・ 放 送 、 
観測 、 気象 、 位置 情報 な ど さ ま ざ 
まな 分 野 に お いて 、 すでに 衛星 シ 
ステ ム と し て 国民 生活 に 密着 し た 
イン フラ と な っ て お り 、 国民 に 選 
元 さ れ て き て いる 。 さら に 、 防衛 、 
災害 、 環境 な ど 総 合 的 な 安全 保障 
や 国際 頁 献 の 観点 か ら も 、 有効 活 
用 の 拡大 が 期待 で きる 。 測位 精度 
の 大 幅 な 向上 や 利 活用 の 高度 化 
を めざし て 官民 連携 の も と で 進 
め て いる 準 天 頂 衛星 プロ ジェ クト 
な ども 重要 な 役割 を 担っ て いる 
と いえ る 。 

し か し な が ら 、 米国 の 宇宙 関連 
予算 は 、 防衛 予算 を 除い て も 2 兆 
円 近く あり 、 欧州 諸国 の 予算 も 増 
加 傾 向 に ある の に 比べ 、 わが 国 の 
予算 は 3000 億 円 に も 満た な い ば 
か りか 厳し い 財 政事 情 等 に より 減 
少 の 一 途 を 辿っ て いる 。 安全 で 豊 
か な 社会 を 実現 し 、 産業 競争 力 の 
向上 を 図り 、 宇宙 先進 国 で あり 続 
ける た め に も 、 将来 ビジ ョ ン を 描 
き 国 民 の 期待 に 応え られ る 宇宙 開 
発 利 用 の 推進 が 求め られ て いる 。 

その よう な 状況 の 中 で 、 わが 国 
の 宇宙 航空 分 野 の 研究 開発 を 担う 
中 核 機関 と し て 設立 され た 宇宙 航 
空 研究 開発 機構 JAXA) が 、 こ の 
程 今 後 2 年 に わた る 宇宙 航空 分 野 
の 長期 ビジ ョ ン を 発表 され た こと 
は 非常 に 喜ば し いこ と で ある 。 

本 ビジ ョ ン に 盛り 込ま れ て いる 
さま ざま な 意欲 的 プロ ジェ クト を 
実現 させ る た め に は 、 必要 な 予算 
を 継続 的 に 確保 し 、 人 材 の 育成 を 
図り 、 技術 革新 を 進め て いく こと 
が 不可 欠 で ある 。 また 、 今後 と も 
産業 界 と 政府 の 連携 強化 な ど 統 合 
的 な 活動 を 進め て いく こと も 必要 
で ある 。 

国民 の 期待 に 応え 、 揺るぎない 
信念 と 情熱 を 注い で ビジ ョ ン を 是非 
と も 実現 し て いた だ き たい 。 JAXA 
の 活躍 に 大 い に 期 待 し て いる 。 
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子 高齢 化 が 進む 日 本 社 
/| N 会 に 活力 を も た ら す た 
め に は 、 企業 も 社会 も 
イノ ベー ショ ン ( 変革 ) す る こと が 
必要 で す 。 新た な 発想 で 業界 の 常 
識 や 社会 の 仕組 み を 変え る イノ ベ 
ーション こそ が 今 、 求め られ て い 
ます 。 日 本 企業 が 従来 か ら 得意 と 
し て いる 改善 活動 と 、 イ ノ ベー ショ 
ン の 組み 合わ せ で 、 日 本 は さら に 
競争 力 を 高め て いか な く て は な り 
ませ ん 。 

イノ ベー ショ ン の 実現 に あたっ 
て は 科学 技術 が 大 き な 役 割 を 果 た 
し ます 。 日 本 に お いて 科学 技術 の 
発展 は 必要 不可 欠 で あり 、 政府 
民間 が 協力 し て 取り 組む べき も の 
だ と 思い ます 。 いく つか の 重点 科 
学 技術 分 野 の 中 か ら 、 社会 的 影響 
力 の 大 き さ と いう 視点 と と も に 、 
政府 ・ 民間 の どちら が 主導 で 進め 
た 方 が 効率 的 か と いう 尺度 で の 議 
論 が 必要 に な っ て くる で し ょ う 。 
宇宙 ・ 航空 分 野 に 関し て は 政府 の 
関与 が 大 きく 貢献 する 分 野 で あ 
り 、 明確 な ビジ ョ ン の も と 、 そ の 
実現 に 取り 組ん で ほし いと 思っ て 
いま す 。 

JAXA に は 、 プ ロジ ェクト を 推進 
する エン ジニ アリ ング 能力 を 更に 
高め 、 最高 の 信頼 性 を 持つ ロケ ッ 
ト や 人 工 衛星 の 開発 に より 、 宇 
宙 ・ 航空 分 野 の 発展 を 通じ て 私 た 
ちの 暮らし が 更に 安全 で 豊か に な 
る た め の イ ノ ベー ショ ン を 実現 し 
て いた だ く こ と を 期待 し て いま 
す 。 地球 環境 や 自然 災害 に 関す る 
取り 組み 、 子ども た ち に 科学 や 地 
球 に 興味 を 持っ て も らい 次 世代 を 
担う 人材 を 育成 する 取り 組み な 
ど 、 宇 宙 ・ 航空 分 野 が 発展 し て い 
く こ と 自体 が 、 日 本 に 活力 を 与え 
て いく に 違い あり ませ ん 。 その 過 
程 で 基幹 産業 と し て も 発展 し 、 日 
本 経済 の 国際 競争 力 強 化 に 結び 
つい て いく の だ と 思い ます 。 

今後 は 、 とりまとめ た JAXA 長 
期 ビ ジョ ン を 、 多く の 場面 で わか 
り や すく 情報 発信 し 、JAXA が 進 
め る 宇宙 航空 の 開発 利用 の 価値 に 
つい て 国民 の 理解 を 得る こと が 
重要 で す 。 満天 の 星 降る 夜空 を 見 
上 げ 、 漆黒 の 闇 の 先 に 思い を 馳せ 
る 時 、 人 々 は 宇宙 に 夢 と ロマ ン を 
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テロ 記 員 で 刀 條 平 K と つじ しゃ 
思 丈 っ H65J 強 KS 作 咽 6 一 一 
て 計 で 8 崇 輸 避 こ 時 お 62J は S 
Ne 一 一 「 て へ ハミ ロ よ トラ 護 明 」 志 
わい ン さ ) 普 ひし っ 補選 人 
6 掴 代 めじ っ 刀 補 5JyY 
『 く AA ミロ よ トム ^ ラ 玩 骨 6 や 下 皿 
(ペロ 忠 ) 

洲 三 NH 「 人 AHnz 撃 @G 唐 RR や 
SH6 さ 選 p 提 人 委 い 衝 約 じ っ neG 
し っ 40 人 AHR ラ 酸 交 0 退 
4JIJQN 刀 っ つ 妃 幸せ し SS っ 」 
linG し" btJ 公 人 求 色 SG 
下 半 G 央 里 宮 SS 絢 昭 G る や.Q 人 SS 
SG し つ ゃ 心 " っ 0NGIJAJ 公 日 公 
ィ 計 J 衣 や 携 /N ソ ロト 3) 届 
補 AOn 昭 っ n 公 で 刀 で や し も 


ま RANNY ERL<EO お FDSDOSr LR MKt コ SU こ で リリ も 0 語ら 
OR 26SEV や) !USSL2BSMNDSNS ロ US 


* 事 


SNRANNKT AR 本 0 に グ 434 KW NY つい こび MP 時 ee 
1 6 っ g 本 AYU LO" つ S 納 衝 70 いこ 『 テ INNMOSGhX EN * 厩 SnN KK-hAKAS ニ XN 


より 球 付 香 衣 鬼 


DS0 DWHIE 
1 (8 放 3) 9 まく Mu 
回 出先 ・ 十 田 内 Q 李 信 O 加 質 
くべ R*S 届 密 誠 和 め 人 S マ 


AO 1RSG WWW KO 
本 に OAMG 半 富 on が NY か て て し 基く 英和 け 全店) 
EGGUGSRZ GRWSScteediAGH て WO DN ン 生 
つつ JP つる DAN 2GUERY” DA よっ スト に 室 CS で H 放 
JGNN* と 友和 放 So 有価 生ま SD 


FNPYN・ HOSNG 補 記事 


(KsehD を 
<) 1 人 代 390EGNJ JP 倒 ほ - 和 か NN や NN SMONG 加 放 で 1 
WP4WMARJLG こ * 記 計 Ki 層 近 mV1 財 茜 5( 合 1 く EPSSUMEN OO 


1955 年 1 月 の 毎日 新聞 に 掲載 され ロケ ッ ト 旅客 機 」 構 想 の 記事 


( く へ ハミ ロ よ テロ 押 坊 康 億 で 丸 「 選 
幅 訟 穫 訳 室 操 駆 臣 欄 申 机 6 央 過 ) 


「 々 へ ミロ よ S ラテ 球 胃 」SN ロ 
ロー や ふり や" ※ 三 纏 雨 G 由 棚 中 
記 ら 6y6 穫 幼 穫 Q 公 季 W6 
で 7 ThH ロ 2AHNz 色 宮 王 毅 由 
公 揚 厩 で し っ re" 

操 福 公 .Q 閣 せる や し 量 枝 
語 己 芝 で ふ で 人 "上 絡 AN で 
世 ン L し 判 里 G 楓 共 名 <Q 遇 交 
JJn し つ HO 尋 ) り 9 抽 っ 昭 っ し 
人 癌 応じ っ ne 選 10D ゼ 「 量 計 蓋 @" 
NPG 世 ン ロト ラテ 約 」 腸 
公 む " 量 HR 邊 へ 製 男 弄 則 MR 外 
SG 唐 R ふ ミー 回 胃 つ "2Q 
ロ 皆 同 鞭 叙 枚 理 も te 艇 媒 46 咽 し 旨 
半 己 維 長 ゅ や 人 る” 咽 揚 入 ( 遇 
凌 多 QG 号 症 ) 口 宮 " 子 角 G 地 
楓 己 己 下 理 夜 約 選 S じ うろ 0 刀 ト 
HHN ィ 避 編 ぐい ロ や ヤ ベ K 電 結 漠 
つじ っ ieG し Sne" 

嘩 遇 配 彰 細 G 「 ロ べ @ 地 」G 咽 2 
IJN つつ ビ 「 も やく 位 やる 刀 粒 や 区 
Ne 到 豆 人 色 窒 時 衝 で 7 拒 芋 還 
公 相 x ぐ し っ て 下 固 」 尿 提 か べ せ 中 
っ "「 く と へ へ ミロ よ トラ 村 明 」 GT 
ロロ ー ふ し 6 演 三 午 十 や "うろ 0 レ 
愉 で 3 歯 窒 十 . 環 由 寺 (H 世 席 ) 
器 咽 ) 尿 閉 " v つ じ 拓 中 宅 (山宮 
舘 辻 ) 6 役 糧 窯 り 紀 扱 握 e 
7 人 S し 組 衣 S せ IN ヘー 
や p 柱 SteG し Sh 

「 杉 棋 選 相本 ANINAAKTG 
幅 褒 計 咽 祝 つ 男 民 ロ 赤 器 G 忌 
所 し 画 1) な 陣 新 熊 会 二 じ ン hG 公 p 
つ で きっ" 則 時 届 へ . 田 十 結 守 CU 


っ SR つ H6 つ ピ 十 田 時 下 は … コ 
( こ ououo 結 こ 叩 G 置 呈 震 画 虹 編 や で 退 
「 ロ よ ふ ヶ 拒 芝 柚 」 北 回 G 員 超 G 忠 飛 G 1 最 ) 


「 こ ouooo 世 し ば 地 地 こっ の 
的 刀 和 ふじ 期 Ne ロト ヘー 
交 還 性 公 選民 So) 下 詳し 
SC-」 

洲 三 刀 人 SQ で 和 避 細 選 " 

「 衣 叶 つつ つや] 

(_o> 6G 悪 票 h ト や ロビ 舞 由 つ 有 如 は いろ) 
て ぐ へ へ ミ さじ し 庫 豆 抹 つ で 
底 | 捉 


「 く へ へ さ ロ よ トラ 昧 明 」G 時 こ 
舞 せ 「 隊 償 了 G く へ ハミ 」 ※※ 三 纏 
填 5 崇 塞 w た つじ し 妃 4 中 表 つべ 皿 
SQ0@ 謀 RI トー セル JJG 求 中 
公子 陣 keG 公 玖 肛 人 や 県 " 
NG 人 所 民 し せ 交 ke 公 つつ 公 つ 総 jp 
公 マ ペー 人 かつ 衝 っ 皿 聴 人 つじ 
「 ロ よ テ 指 季 酸 」w 胴 っ 7 


4Q27 中 評 8 や 36 先 へ 先 
環 ン る jp つつ で っ 中 騙 つじ" 届 
期 避 弓 町 聴 伝 泡 且 入 ” 画 衣 翌 党 
怠 票 時 (_ ゅ >) っ 心 棋 4 記 皿 
つづ 「 李 陣 こ っ っ EE し 怠 京 琶 貴 計 
選民 SNe ロ トラ 」WNG 銭 
つつ 妨 ” 押 ろ 民 肖 県 っ 飛 環 
人 QSS 公 Q” 路 飲 G 判 中 し 忌 五 
つ 尋 虹 | 麗人 SAA ミ CNG 和 7 

必 下 丈 台 っ S 公 刀 0G 球 攻 公 " 
扱 中 東 避 誠 0 名 天 は 選 し 時 
ATH 和 EATHE 肖 で し っ りつ 玉 " 
商人 D 刀 し で" 世 は 8 下 hJ/n 
し に 公 る さっ QB 号 @ 中 福 し 換 Q 
刀 昧 jp 人 S さ 6 つつ 民 /R"( 骨 Sm 彰 聞 ) 

匠 環 ぬ 人 S 移 か ロト RS 会 4 で 他 
部 し SO し じ jp 芽 10 芽生 も 愉 
neG 人 STm 計 SS 絢 暗 」 補 "つつ 公 で 
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道 宇宙 科学 
ー) 理事 長 。 


郎 氏 


1930 年 東京 生ま れ 。 


宇宙 開発 委員 な ど を 経て 、 
HASTIC 北海 


宇宙 科学 研究 所 教授 、 
技術 創成 セン タ 


敵 
E 


真 


写 


モヨ 


II 


飛翔 する ペン シル ロケ ッ ト の 連 * 


14 品 


2J 心 渦 ぐ ウン She 公民 公 QS っ 子 
部 ロト 半井 ロ 忌 むし 絢 も 
Ne は や 渦 務 SpG 公 っ と 0 公 玩 
ne” 衣 明 織 Aw 円 悪 り 喝 xok@ ペー 
ネー 華 っ 宮 拉 つじ 個 碑 …… 
や G っ 和 で jp 和 公 地 田 つ る 公記 
へ へ ミロ ト R テ GT ロ HANHN テ や 
SS ぐふ J「 療 肝 引 起 」 ロ hG 了 地 甘 ye 
n "6 映 G 編 下 嘆 は 地 写 暗 
料 々 騙 明 由 累 " で 約 稀 や し じ 尺 
7 へ や 間 詞 員 和 Ne レロ よ 
ィ 6 更 凡 概 SW 朱 D 刀 "6 妃 明 店 
素 @ 交 で 現 4 人 る 7n ロ NR 回 央 
G 尊 hp 明 Ne nh 人 私 " 理 揚 
元 敵 つつ し" つき Sn で SS 和 トー 
9 玉 ne JJ 公 じ め 刀 で も し Ste" 
ふ I ト GS 記 mT ロ sn や ロ 
「 掴 昨 @ 絢 器 」 し 騒 こ 回 @G 郁 結 公 爺 
抽 で SG 色 「 こ oo io 結 さ 臣 選 
還 」 人 COQG も し 内 Ne 10SS 褒 は 避 
民 故 表 宮 過 ( 征 能 . 骨 民 詳 朱 中 ) G 
亡 症 「 胡 G 映 統 」 公 吉相 「 羽 外 
臣 」 部隊 で 選 G ゼ " 避 結 G ト 忠 
GiJJ8C 記 7 


中 G る 2Q 公 曲 we 
HJ ヘ ー と G 押 避 


「 々 へ ミロ よ トラ 表 昌 」G 螺 < 
押せ 「 財 押 」 血 o 押 し せ 「 摂 病 」 公 
職 4HJSC し っ ne" 「 圭 無 」 せ " 客 了 
せ 詳 岬 で 刀 翼 半 態 日医 呈 公 
否 で 「 半 揚 悦 置 馬 似 度 」 G 直 
志 立 下 世 購 吐 押 し SD 刀 公 Q" 
「 操 喚 」 や "7 て そ へ ペロ よー 6 
語り 球 環 上 ン 葉 で 〇 し っ 刀 由 寺 
明 租 GH 下 公 骨 民 設 療 料 較 SO 
刀 公 0 っ 生 で jp て ハミ ロト ヘー 
G 申 鱗 寮 G 戦 4hPSne" 


到 OQ ピ 
黄 G 胃 野 明 公 4H 詳 向っ くし つつ 
っ 6 つ 妨 " 囲 押 介 選 相 ロ EC 
ド " 外 葉 XXK も し 串 0 し jpQ っ 6 つ 
如 ” 代 4H ロ 泥 舞 Nef6 レ ー 公 中 名 
SS0 刀 6 心 選 誠 昌 つ し っ jfe" 
( 岬 明 細 GSGHA 和 II トリ つ レ しく へ へ さら 6 詳 
hGSMEY 細 UENe で jl 二 : さ Y 
「 吐 無 G く へ へ ハミ 」 マユ) 

尽 で し 渦 ら 組 D 刀 ト 公開 @ 


畠 装 志 刀 避 換 し つっ うつ で 


国立 科学 博物 館 に 展示 され て いる ペン シル ロケ ッ ト 


http://www.jaxa.jD 


つ 公 jp べ 旧 陰 軍人 兎 っ no 嘆 咽 ロ 控 Q 
6 つ 選 "(下っ て 回 回 恥 選 G 彫 MT 明 
畠 「 押 限 G く へ へ ミ 」 っ ) 


^ バ エ O ン ロマ 、 存 普 . 性 田 飛 | 
富 G 控 幅 ロ 『G 由 名 朋 Ne』 っ 
心 | 帳 公 史 Ne" 6 藤 し 下 呈 
中 6G 色 民 田 飛 | 起 則 SG 中 G 
te 及 さぶ | いい の いくこ 77 の Y ペ マム 
中 選 で 0 公 つっ 幼 幸 裕 GHJ ュ ヘー 
ン 3 2 で で バ 編 絆 環 性 、 選 や し 
ン tGRS 悪 包 0Q や GEGS。QG Sh 
KK く Z 公 得 NeJJ レ "ロジ リュ ヘー を 公 尽 
下 は jp 届 愉 東 下 の いし 鶴 わ /QSro" 

十 歯 @ 男 付 蓋 絡 季 時 是 G「 冬 独 
JJ 悦 置 6 理 」SGNHN ロ ロゼ ” 郁 能 
ロ 地 四 や で 如く へ 入 さ ロー 公 
路 民 や で し っ ne” 選 固 ロ 馬 ne 骨 ユ 
台 必 因 G 担 全 ユ 中 4 は 皿 旬 察 で k 
IJAJP” QB 翌 ン 「 く ハミ ロト 
%z 昧 唱 」 層 涯 で n) 公 し hG 


ロ 多 っ きつ" 


長 で G ロ て 臣 剤 
層 s 理 三 県 


虹 尋 村 G 必 マン ミロ She「 掴 三 」 
や ^ 応 田 嘘 田 記 性 出 選 ( 呈 陣 記 
須 麗 准 司 ) G 列 三 尋 世 js" 連 
8 嗣 恨 で 人 JG 子 括 咽 し 共 
緒 引 上 G 注 区 人 0QS 物 さ 仏 叩 避 
Sg 吐 Gomom ロ "人 叫 8G 
「Y く へ へ さ o の の の]」 色 冊 く 忌 む し 蝶 
ペ ャ で で" 

「o^ す 「 の 「 NT ー” 鉛 ロー.」 1 
に 

組 jp 倒 喘 MG で 7 て へ さや 
ID へ 中 キー 名 4 例 虹 く 罰 下 換 1Q" 
語 昧 で 生 玲 科 ミ 6 つつ ン せ っ 回 
nM も Sne" 


( 掴 三 典 六 し G 虹 こ 回 G 編 紙 @ 擬 由 ) 

ご 骨 代り 罰 陣 末 閣 ^ 咽 貴 で つの 
で 思っ 地 G く へ ふさ 色 ^ 也 十 尽 S 
じ " 軸 R 旬 M 刺 民 G 遂 暫 G 怠 宙 
革 " 押 つと 困 っ 還 軒 中 系 
所 時 w 貞 つ し 了 @ っ 則 く < 湯 や 暑 
n 妃 * 下 期 他 李 o っ っ E" 世 肝 購 
壮 に oo =" 記さ 
G 渦 際 了 配 3 . oo 貧し SO 
( 四 癌 鮮 つ @ ロ トト 6 涯 訟 G 下 ) 

珈 三 典 凡 や 所 財 人 /Q@ 巡 し ^ 
人 攻 G ロ トラ 台 亜 玖 収 4StG 爺 家 
聡 和 つじ 6 応 地 刀 つめ 16 
SH ヘー タ 9 錠 つ PNG 応 思 
多 提起 季 問 っ 入 ? 

| 羽 ” 下部 寮 公 .Q 加 環 る 7 
jp 記 誠 尿 昧 選 つ 志 む じ っ re 品 嘩 
吟 人 名 So” 條 時 公選 人 255 臣 財 
っ 3JSh@R 和 お INK ふ AAG く で て TK 一 ミ 
革 司 弄 弄 入 " KK ペーK ハ キィ 6 周 
量 葵 吉 せ ロ き で 双 己 醒 人 で 刀 由 | 
G 幅 相 < く 6 明り っ い 記 世 計 遇 の 
忠 再 穫 G" ロ A ト RINK ふ A ロ 
+6n6 畠 型 撮 皿 邸 誠人 科 / oooc 革 
6 し 時 内 で Ke) ろう /n11 ロ ロー ド 色 
n っ 求 加 紀 の 4QS36 公 し SG 
氏 慌 ・ 演 三 曹 十 

「 く へ へ ミロ よ テ 胡 昌 」G 咽 傾 
押 ロ 「 く サー く 」 の ろう 心 尽 〒 エ ィ ミ 
人 SD いや.Q で じじ っ ne" く リ ロー ロト トー 
ュ ) や 個 KHoog” 上 叫 og6Il 悦 
民 し " oEG 両 填 下 陣 *y 組 ejp 
8C 台 ” 悪 票 琶 忠 @ 回 世 ロト トー 
SQGi ト ーー 所 ME(I ト いて 
で) 30G 郁 革 公記 玲 4 で 丸和 S 
ズー" Ih3 ルー く ぐう ) 記 め 肛 色 
で te くく 心 中 員 公 融 麗 は 抑 醒 


年 


国 


ペン シル 前 後 (1952 一 60 年 ) の 動き 
糸川 英夫 教授 率い る 東大 生産 技術 研究 所 東大 生研 ) 発足 。 


AVSA 航空 電子 ・ 超 音速 航空 工学 連合 ) 研 究 班 が 設置 


ペン シル ロケ ッ ト の 開発 に 着手 。 
4 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 都 下 国分 寺 に お いて 


2 段 式 ペン シル ロケ ッ ト の 公開 水平 発射 に 成功 。 
6 月 に は 千葉 市 内 に お いて 秒速 200m を 達成 。 
7 月 総理 府内 に 、 航空 技術 研究 所 を 設置 。 


宇 


1952 


昭和 27 年 


1955 


昭和 30 年 


5 
表 
四 
玉 
% 応 可 
了 束 G 更 
= だ 祝 ? 京 
っ 
征 口 」 協 る り 
5 IS き 
EX 回 ( 
較 き く ふ 長 書き 
iD 
松 占 じ IN 辻 IS 
淫 品 野村 忌 地 3 H 還 
ea s 旧 し 癌 人 の e 
医 人 くさ 下 攻 診 民 ゆめ 隊長 記 
の M 臣 ン R 礼 末 
人 Aa 恥 た 記 く 葉 記 
旧作 に き p 衣 生 
いま 
2 妥 
折半 や S ロ 購 義 部 
生生 
根 肖 く じ | 押 々 棚 二 門 委 棚 
自 S 甘 9 人 me 全 
5 まく 還 て 軸 8 記 正 癌 


1956 


昭和 31 年 


立 。 糸川 英夫 教授 が 代表 幹事 を 務め る 。 


:4 


ミル 


カッ パ ] 型 ロケ ッ ト エン ジン を 完成 。 


日 本 ロケ ッ ト 協会 


めし っ て 紫 宰 0 選 7 

則 下 シン 回 る ら せ te ぶ むつ 譜 @ 刀 
症 押 昌 迷 三 じ ” 到 せ )G 尽 は 民 
型 べ GIIR 准 で 穫 7 TS 遇 翌 | 
性 G 怠 R 色 で む で 487 影 ロト 
ィ 6 窟 尺 せ 鞭 容 し 衝 紅 っ " の っ う 心 
NNISEM PAne EYEI さ が 3) 


也 " ( 由 給 虹 綴 G 台 る @ 塊 で で し っ 如 克 店 虹 
SI トト AEG 吐 緊 刻 や で 応 谷 選 ) 


周 取 る 穫 く きせ 0 ン ユ ” つ 公 
つ 聞 ら せ 陽 前 玉 ン " K ン 代 
9 記 公 も べ 球 "て で 「 民 慌 」 由 
ぐし ゃ 刀 ” 攻 G 寺 前 G 胸 也 
G 吉 や や 口 公 で Qー 宮 人 公 つ 妃 栄 三 
生 雨 や ” 玉 村 っ KG 明 幅 り 
He で ne べ 護 補 " て Ki ト 一 対 
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12 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 の 
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茨城 県 大 洗 海岸 で FT-122 型 ロケ ッ ト 1 号機 2 号機 を 打ち 上 げ 。 
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トー クシ ョ ー や 実験 教室 な ど 、 親 子 で ア 
レコ 


ご 来場 くだ さい !! 
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ご くさ ん 。 詳 し い 情 報 は こち ら 。 
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1 度 の めった に な い チ ャ ンズ か も し れ ま せん )! 
た 


h 


ご 


夏休み を 楽し ん で いた だ く た め の 企画 が 盛り 


50 年 ! 
W 
W 


い 
い 
W その 他 、 宇 宙 飛 
\ 


行う 。 


カッ パ 6 型 ロケ ッ ト 18 号 機 を 打ち 上 げ 。 風 と 気温 の 観測 に 成功 。 
2 段 式 カッ パ 8 型 ロケ ッ ト 4 号機 を 打ち 上 げ 。 夜 間 観 測 に 成功 。 


度 182km に 到達 し 、 世界 初 の イオ ン 密 度 測定 を 
2 段 式 カッ パ 8 型 ロケ ッ ト 3 号機 を 打ち 上 げ 。 


9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 
度 200km に 到達 し 、 初 の 電離 層 観 測 に 成功 。 
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INFORIMATION 


野 唱 宇 宙 飛 行 圭 の 打ち 上 げ 
月 以降 に 延期 


JAXA の 野口 聡一 宇宙 飛行 士 ら が 
搭乗 予定 の スペ ー ス シャ ト ル STS- 
114 ミ ッ シ ョ ン の 打ち 上 げに つい て 、 
NASA は 、 安全 を 確保 する た め の 
追加 作業 を 行う た め 、 打ち 上 げ 
予定 期間 を 7 月 13 日 か ら 7 月 31 日 
まで の 間 に 延 期す る と 発表 し ま 
M 編 。 

スペ ー ス シャ トル ディ スカ バリ ー 号 」 
は 、 新 燃 料 タ ンク に 氷結 防止 用 ヒ 
ー タ ー の 設置 等 、 よ り 安全 な 燃料 
タン ク を 設置 する た め 、 打ち 上 げ 
台 か ら 外し 、 組立 標 VAB) ま で 戻 
計 衝 衣 し 門 。 


安全 確保 の 作業 の た め 
VAB に 曳航 され る スペ ー ス シャ ト ル 


の 還 た 
( の の 情 た と 却 る 同 
活 な が 提 公 較 公 し 知 先 で 
有情 供 開発 鞭 く 生生 介 
信教 四 の A 了 を い 
め 撮 じ 材 外 ブタ 細 所 
まる 教条 間 称 中 導 
すら 導 衝 を 御 十 業 
更生 口 実に 生 を 
に 信 う す 果 半 参 
(回 フ \ 
必 芝 ム る し 象 す 
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思 閣 4 凍 吾 難 8 々 庫 へき 


\I 
ノ | 


「 宇宙 教育 セン ター」 の 看板 を 掲げ る 立川 理事 長 右 的 川 セン ター 長 左 ) 


| 交 


@ 目 に を 動 を 宇 ジラ 
の び 全 指 着 セ 相 の 基軸 因 字 5 
研 教 規 し け ン 機 中 に 開 A コル ーーB 
導 貞 攻 1 キ と 小 が APX 田 る 
関 具 活 暴 で ン た 吉 品 は 雪 i 
等 会 動 AO 9: 
か さ 小 青 幅 に 南 の れ 19 は 
ら ま 中 少 広 開 数 授 た 日 円 
の ざ 高 年 い 秒 育 業 知 = lg 
研 ま 学 の 見 を セ 支 識 2 
すす 
受 野 よ を 身 た J 活 親 求 1 


大 型 コ ケ 組立 棟 の 肩 


ギネス に 認定 
種子 島 宇宙 セン ター) 

5 月 19 日 付け で 、 種 子 島 宇宙 セン 
ター 大 型 ロ ケッ ト 組立 棟 VAB) の 
前 面 扉 が 、「 最も 大 きい 引き 戸 」 と 
し て 、 ギネス 認定 され まし た 。 
認定 され た 扉 は 、H-IA ロ ケッ ト を 
組み 立て る 、 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 
VAB の 前 面 扉 で 、 全 段 組 み 上 が っ 
た HHIA ロ ケッ ト が 前 面 扉 か ら 出 入 
り し ます 。 大 き さ は 、 高 さ 67.46m、 
幅 26.95m、 厚 さ 2.5m、 重 さ 400t の 
大 き な 大 き な 扉 で す 。 


JAXAS 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 但 JAXA 宇宙 航空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 候 Better Days 

印刷 製本 人 株 式 会 社 ビー シー: シー 


平成 17 年 6 月 1 日 発行 


JAXAS 編集 委員 会 

委員 長 的 川 泰 宣 

副 委員 長 矢代 清高 

委員 浅野 眞 / 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 眞 


= 誠人 
VAB 前 面 肩 圧 ) と VAB か ら 射 点 に 向かう IIA ロ ケッ ト 7 号機 、 
右側 に 開い た 扉 の 一 部 が 見 える CRSC 右 ) 


ロー 〇 カゴ の と ら 6 耳 紅 距 員 開 ミイ 


INF ロ RIMIATIOII 1 


寺内 
2005 年 度 前 期 の 
衛星 打ち 上げ 
ツ DS 
進 備 状 況 
2005 年 度 は 、 多く の 衛星 等 打ち 上 
げ が 予定 され て いま す 。 種子 島 、 
内 之 浦 ある い は 外国 で の 打ち 上 げ 
に 備え 、 各 衛星 の 準備 が 進め られ 
て いま す 。 出荷 前 の 最終 確認 試験 
か ら 既に 射場 で の 打ち 上 げ 整 備 作 
業 と さま ざま で すか が 本 年 度 前 期 打 
ち 上 げ 予 定 の ASTROFEIIOICETS、 
INDEX ALOS 各 衛星 の 準備 状況 
に つい で 報告 し ます 。 


ASTRO-EI 

X 線 天文 衛星 ASTROEII は 、 月 6 日 、 
M マ パロ ケ 小 6 号機 に より 打ち 上 げ 予 
定 で 、 内之浦 宇宙 空間 観測 所 で 打 
ち 上 げ の 整備 作業 を 進め て いま す 。 
ASTRO-E Il は 、 2000 年 2 月 に 打ち 
上 げに 失敗 し た ASTRO-E の 再 挑 
戦 計 画 で 、 01 年 月 か ら 製作 が 始め 
られ まし た 。 日 米 協力 に よる 世界 
最高 性 能 の X 線 分 光 装 置 や 、 高 感 
度 硬 X 線 観測 装置 な ど が 搭載 され 、 
宇宙 の 暗黒 物質 の 動き や 、 ブラ ッ ク 
ホー ル 近 く の 物理 現象 等 に つい て 
大 き な 科 学 的 成果 を 挙げ る こと が 
期待 され ます 。 


筑波 宇宙 セン ター で 性 能 確認 試験 中 の OICETS 


OICETS_ 


光 衛 星 間 通 信 実 験 衛星 OICETS) 
は 、 筑波 宇宙 セン ター に お いて デー 
タ 中 継 技術 衛星 こだま { DRTS) 
の 実機 を 利用 し て 実際 の 運用 を 模 
擬 す る 試験 お よび 最終 の 性 能 確 
認 試験 が 終了 し 、 打ち 上 げ 射 場 の 
ある カザフ スタ ン の バイ コ ヌ ー ル 宇 
宙 基 地 へ と 輸送 され まし た 。 射場 
に 着い た OICETS は ロケ ッ ト と の イ 
ン ターフ ェ ー ス 確認 や 、 機器 の 確認 
試験 な ど 、 こ の 夏 の 打ち 上 げに 向 
け 最終 作業 を 行っ て いま す 。 


ALOS 


打ち 上 げに 向け た 射場 作業 の た 
め 、 陸 域 観測 技術 衛星 ALOS) を 
筑波 宇宙 セン ター か ら 種子 島 宇宙 
セン ター に 輸送 し まし た 。 
ALOS は 、 筑波 宇宙 セン ター で 機能 
性 能 確認 試験 を 完了 し た あと 、 複 
数 の パー ツ に 分 割 し 、 陸路 と フェ 
リー を 使っ て 輸送 し まし た 。 種子 
島 宇宙 セン ター に 搬入 後 、 再度 組 
み 立 て を 実施 し 機能 性 能 確認 試 
験 お よび 追跡 局 と の 適合 性 試験 等 
を 実施 し て いま す 。 


INDEX 


工学 技術 実証 . オー ロラ 観測 を 目 
的 と し た INDExX 衛 星 は 97 年 に 提案 
され て 以来 、 多く の 方 々 の 協力 と 
努力 の 結果 、FM 総合 試験 を ほぼ 


相模 原 キ ャ ン パ ス で プレ ス 公 開 さ れ た INDEX 


4 筑波 宇宙 セン ター で プレ ス 公 開 さ れ た ALOS 
3 種子島 宇 宙 セ ンタ ー に 輸送 され る ALOS 


終了 し て お り ます 。 現在 、 夏 の バ 
イコ ヌー ル で の 打ち 上 げに 向け て 、 
「 考え 落と し は な いか 」 緊 張 感 を 
も っ て 、 そし て 衛星 と と も に 過 ご 
せる 残り 少な い 時 間 を 惜しん で 、 
入念 な 最終 試験 を 行っ て いま す 。 


久 叶 


事業 所 等 一 覧 


本 社 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
航空 宇宙 技術 研究 セン ター 飛行 場 分 室 
〒182-8522 〒181-0015 


東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
紅 「EL: 0422-40-3000 
FAX: 0422-40-3281 


東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
TEL: 0422-40-3000 
FAX: 0422-40-3281 


| 東京 事務 所 相模 原 キ ャ ン パ ス 
〒100-8260 229-8510 


東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6.5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング ( 受付 2) 
TEL: 03-6266-6000 

FAX: 03-6266-6910 


神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL: 042-751-3911 
FAX: 042-759-8440 


筑 滅 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL: 029-868-5000 
FAX: 029-868-5988 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 菅 字 小 金沢 1 
TEL: 0224-68-3111 

FAX: 0224-68-2860 


種子 島 宇 軸 セン ター 内 之 浦 宇宙 空間 観 測 所 
〒891-3703 〒893-1402 

鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 鹿児島 県 肝属 郡 内 之 浦 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 南方 1791-13 


TEL: 0997-26-2111 
FAX: 0997-26-9100 


TEL: 0994-31-6978 
FAX: 0994-67-3811 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 

東京 都 中 央 区 晴海 1-8.10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 
TEL: 03-6221-9000 

FAX: 03-6221-9191 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL: 049-298-1200 

FAX: 049-296-0217 


能代 多目的 実験 坦 三陸 大 気球 観測 所 
〒016-0179 媒 022-0102 


秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL: 0185-52-7123 
FAX: 0185-54-3189 


岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL: 0192-45-2311 
FAX: 0192-43-7001 


名 古屋 駐在 員 事務 所 勝浦 宇 晶 箇 信 所 

〒460-0022 〒299-5213 

愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
| 金山 総合 ビル 10 階 TEL: 0470-73-0654 

TEL: 052-332-3251 FAX: 0470-70-7001 

FAX: 052-339-1280 

曰 田 宇宙 呆 商 観測 所 増田 宇 直通 信 所 

〒384-0306 . 〒891-3603 

長野 県 佐久 市 上 小田 切 鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 

字 大 曲 1831-6 増田 1887-1 

TEL: 0267-81-1230 TEL: 0997-27-1990 

FAX: 0267-81-1234 FAX: 0997-24-2000 

沖縄 宇宙 通信 所 _ 小笠 原 追跡 所 

〒904-0402 〒100-2101 

沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 東京 都 小 笠原 村 父島 桑 ノ 木山 
金 良 原 1712 TEL: 04998-2-2522 

TEL: 098-967-8211 FAX: 04998-2-2360 


FAX: 098-983-3001 


「JAXA il は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 


窓口 で す 。 


至 品川 至上 野 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10 00-20 00 年 中 無 集 元 且 を 除く ) 


宙 航空 研究 軸 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ホー ムペ ー ジ http:/Awww.jaxa.jp 
宇 還 航 空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 2F 宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http:/spaceinfo.jaxa.jp 


PAIO3RaGerRNBIGGOUAIRASSRMM TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 最新 情報 メー ル サ ービス http:/Avww.jaxajp/pr/mail/ 


